




















日時・会場 2005 年 11 月 5 日(土)12 時 京都大学法経総合研究棟大会議室 
プログラム 
挨拶 京都大学総長 尾池和夫      






国際産業研究チーム主任研究員 赤羽淳  （社名五十音順）  
















上海センターブラウンバッグランチセミナー(第 8,9,10 回）のご案内 
 
後期も引き続き BBL を開催いたします。ふるってご参加ください。 
 
第 8 回 「東アジアのインフラ・ファイナンス」 
講師 生島靖久 国際協力銀行開発業務部 調査役 
日時 11 月 2 日（水） 12 時 15 分～13 時 45 分 
場所 法経総合研究棟 2 階大会議室 
 
第 9 回 「戦前・戦後の東アジア」 
講師 堀和生 本学大学院経済学研究科 教授 
日時 11 月 9 日（水） 12 時 15 分～13 時 45 分 
場所 法経総合研究棟 1 階 102 演習室 
 
第 10 回 「日中関係とナショナリズム－われわれはなぜこれほどまでに嫌われるのか？－」 
講師 江田憲治 本学大学院人間・環境学研究科 教授 
日時 11 月 17 日（木） 12 時 15 分～13 時 45 分 
















ウラジオストック市は人口が約 60 万人であるが,自動車が 2.4 人に 1 台保有され,保
有台数は約 25 万台に達している。だが注目すべきは,この 25 万台の内,約 80％の 15 万








































84 万円に船賃等として 8 万円を上乗せし,関税 20％を乗せ,さらに付加価値税 VAT18％
を乗せると,130 万円になる｡売値は 140万円程度に設定しているので,粗利 10万円,7％
程度の,あまり儲かる商売ではないことになる｡それともこの推算が誤っているのか,関
税や付加価値税を払っていないのか,たしかめる方法がない｡ 
アポイントをとっていた中古車販売業者にインタビュ-を試みた｡この業者は,3 か月
に一度日本を訪れ,1週間毎日オ-クション会場に通い,仕入れる一方で,提携している日
本の中古車輸出業者からインタ-ネットでほぼ毎日車を仕入れており,現時点で約 100
台の在庫をもっている｡年間販売台数は約600台で,従業員は10名(内セ-ルスは4名で,
セ-ルス一人当たり月12台売っている)も抱えている｡取扱商品を2トントラックに絞り
込んでおり，それも冷凍･冷蔵庫搭載のトラックである｡中古車販売を既に 14 年間従事
しているが,その前の仕事を聞くと,地方政府の経済貿易局の役人であったという｡知事
が代わり,ポリティカル･アポインティ-のために,役人をやめたようだ｡当初は,粗利が
高かったが,現在は競争が厳しくなり,5～7％程度である｡それでもすべて自己資金でま
わしており,手元に残る利益は大きそうに見える｡ 
今後,こうした相対的に規模の大きい業者にシェアが集中していく中で,このグリー
ンコーナーもその様相を大きく変えるかもしれない。 
